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｢転形｣なき転形問題














































































接的に生産手段の価値補填部分 として､直接 ･間接に投下された､価値の実体 としての労
働量を意味する価値 (行)ベク トルを記号 V- lvj]であらわそう｡ このとき､産業jのア
クティヴイティとして､
投入 産出




























成分だけが 1でのこりの要素はすべて0である列ベク トルをあらわし､標準的 (列)基底
ベクトルとよばれることもある｡
このような､経済の再生産プロセスの投下労働面からの評価 をあらわす価値方程式は､
































部分 vca.eJx,だけがコス トとして計上されることに注意せよ｡ともあれ､価値 タームに換

































子 ･分母に共通な値 a｡e'x,を消去すれば､搾取率 mjは､ じつは､すべての部門をつうじて
等 しい数値､

















































値利潤率βより低 く (高 く)なる｡ ただし､記号 β､βは､経済全体からみた資本の有機
ll)ただし､剰余価値率の定義自体に価値ベクトルの情報を必要とするので､増補投入行列にかんする双対性は形式






































致 2命題｣とよばれるマクロ的なバランス条件を論拠 として提示する｡ すなわち､さきに
示 した双対性からみちびかれる (3.4)式に注目すれば､経済全体からみて､再配分され
る利潤の総額pvAxは､生産された剰余価値総額 mvca｡xに恒等的に一致するという命題と､
もうひとつは､マクロ的にみて､生産物価値 は はつねにその価額pxに等 しいという命題
12)もっとも､マルクス自身､論理的一貫性を追求するならば､投下資本部分 も価値 タームではなく生産価格に転形
されないといけないことを認識 してはいた｡たとえば､Marx[11]訳書275ページ参照｡)
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かすことになる｡ そこで､ボル トキェヴイツチは､これらの論理的不整合を修正 したうえ
否かを検討 した14)｡本節では､はじめに､ボル トキェヴイツチによる価値から価格への転



















ボル トキェヴイソチの手法の独創性は､価値から価格-の変換比率 という指標を導入 し
て､価値方程式 (2.19)を､実質上､価格方程式に変換 したうえで､生産価格を価値デー
タから求めるという発想に兄いだされる｡そこで､その手法を､産業連関分析の用語に翻
訳 して､紹介 しよう｡ボル トキェヴイツチにしたがって､はじめに､体系に､価値にたい




























































































前節で示 したように､ボル トキェヴイソチの解法をあらわす (4.13)式､あるいは､そ



















になるので､転形率 〟は､増補投入行列Aに相似な行列 ;A～;-1の固有ベクトルであ り､
また､利潤率 ,は､この行列のフロベニウス根 Aから､r-ス~1-1という式にしたがって
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てきた20)｡価値 どお りの交換を初期条件 として採用するかぎり､サムエルソンを筆頭に､
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